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2007 年 12 月 20 日 

ユビキタスネットワーキングフォーラム事務局 
 
 

画像も扱える異種センサーネットワーク相互接続を実現する 
共通プロトコルを開発 

～ 新たなユビキタスアプリケーションの実現に向けて ～ 
 
 
ユビキタスネットワーキングフォーラム※１（会長 齊藤忠夫東京大学名誉教授）センサ

ーネットワーク部会※２（部会長 森川博之東京大学教授）技術検証専門委員会※３（１４企

業・団体・研究機関）は、異なるセンサーネットワーク間の相互接続が可能で、かつ、温

度データなど 1 バイトで表すことのできるデータから、ハイビジョンの静止画像程度のサ

イズ（最大 32M バイト）のデータが扱えるセンサーネットワーク共通プロトコル

「OSNAP“Vi”」を開発しました。このたび、秋葉原の公開スペースにおいて、本プロトコ

ルを用いて構築されたアプリケーションのデモンストレーションを行います。 
本技術により、センサーネットワークごとにアクセス方式を変更することなく複数の異

種センサーネットワークを接続し、様々なサイズのセンシングデータの取得や、アクチュ

エータの制御が可能となります。今後のユビキタス社会の実現が更に加速することが期待

されます。 
 
 
【公開デモのお知らせ】 
ユビキタスネットワーキングフォーラム センサーネットワーク部会 技術検証専門委員会

では、東京大学と連携し、下記日程で本技術検証のコンセプト概要・狙いをご紹介すると

ともに、アプリケーションのデモンストレーションを行います。 
 
・日時：２００７年１２月２１日（金曜日） １５：００～１６：２０ 
                     １６：３０～１７：５０ 
・場所：〒101-0021 東京都千代田区外神田 1-18-13 ダイビル 13F 1303 号室 
 
【報道関係者様問い合わせ先】 
ユビキタスネットワーキングフォーラム 
センサーネットワーク部会 
技術検証専門委員会 
ユビキタスネットワーキングフォーラム事務局 
e-mail：jimukyoku@ubiquitous-forum.jp 
電話：（03）5776-7795（担当：坂口、後藤） 
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【様々なサイズのセンシングデータへの対応】 
 
同技術検証専門委員会は、先に、異なるセンサーネットワーク間の相互接続のための共

通プロトコルとして OSNAP（Open Sensor Network Access Protocol）を開発し、さまざ

まにセンサーやアクチュエータを接続する実証実験を通じて、その有効性を検証してきま

したが、OSNAP では、扱えるセンシングデータのサイズは、温度データなどの比較的小さ

いサイズのものに限られていました。 
今回開発した OSNAP“Vi”では、これまでの OSNAP とプロトコルの互換性を保ちつつ、

しかもハイビジョンの静止画像程度のサイズ（最大 32M バイト）のデータも送れるように、

送信データサイズに応じて複数のパケットに情報を分割し送信できるようにしました。送

信側では、送信データを複数に分割し、パケットのヘッダ部分に「分割パケット数」、「シ

ーケンス番号」等の情報を付与して送信します。また、受信側では、ヘッダ内の情報を元

に、送信データを復元します。このように OSNAP“Vi”では、アクセス方式の変更が必要な

いため、サイズの小さなセンシングデータの交換と大きなセンシングデータの交換をシー

ムレスに実施することが可能です。 
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① センシング情報取得要求

RESPONSE [1/100]

② センシング情報の送信

・パケットサイズは固定長
・1パケットで収まらないデータは，複数のパケットに分割して送信

・ヘッダ内に「分割送信フラグ」を立てる．

・ヘッダ内に「分割パケット数」，「シーケンス番号」を付与する．

③ センシング情報の復元

ヘッダ内の「分割パケット数」，
「シーケンス番号」から

大容量センシング情報を復元

RESPONSE [2/100]
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【システム構成の概要】 
 
ユビキタスネットワークにおける、状況・環境に応じた（コンテクストアウェアな）動作

を行うアプリケーションを実現するために、下図に示すように“秋葉原ユビキタス実証実

験スペース（東京大学）”、PIAX テストベッド環境（大阪大学）を接続し、技術検証・実証

実験を実施するテストベッドを構築しました。異なるサイト（秋葉原・大阪大学）に設置

された人感センサー・顔認証センサー及び照明アクチュエータを、ゲートウェイを介した

OSNAP“Vi”での通信によって相互接続性を実現しています。 
 
 
 



 3

東京大学（秋葉原ユビキタス実証実験スペース）大阪大学（PIAXテストベッド環境）

ゲートウェイ

センサー・アクチュエータ
ネットワーク

CASTANET
クライアント

CASTANET
サーバ

人感センサーネットワーク

照明アクチュエータネットワーク

顔認証センサーネットワーク

CASTANET
サーバ

認証したユーザ情報の確認

・ユーザ・プロファイル

・ユーザがいる場所

認証したユーザ情報の確認

・ユーザ・プロファイル

・ユーザがいる場所

ＡＧＴ

ＡＧＴ

アプリケーション
エージェント

ユーザプロファイル

ＴＶ会議への参画携帯電話への転送

犬が来訪者を
出迎えてくれる

ロボットが稼動
お茶を運ぶ

・・・OSNAP“Ｖｉ”
・・・CASTANET
・・・PIAX

・・・OSNAP“Ｖｉ”
・・・CASTANET
・・・PIAX
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アプリケーション 
エージェント 
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クライアント

CASTANET 
サーバ① 

携帯電話配信サーバ 
(CASTANETサーバ)

人を検知 
TRAP

SET
照明を点灯 

顔認証結果要求 

GET

RESPONSE データ通知メッセージ

[ＩＤ，顔認証結果]

顔画像要求[ ＩＤ] 

撮像顔画像要求

GET
RESPONSE 顔画像通知[ ＩＤ，顔画像] 

データ通知 
[ＩＤ，顔画像]

データ通知メッセージ [ ＩＤ，顔画像]

データのMash-up

イベント通知 
[ＩＤ，顔画像] 

プロファイル検索 

犬の動作 

リセット通知 
[アプリ動作の終了]

SET TRAP

アプリの再スタートを要求

SET TRAP

TV会議を開始 

データ更新通知メッセージ[URI] 

データ要求メッセージ [URI] 

来訪者を登録済ケータイへ

顔画像付での通知を実行

顔画像付で 
プロファイルを表示 

NetTansorの動作 

CASTANET

PIAX 

OSNAP “ Vi” 

様々なアクチュエータを 
動作させる 
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【アプリケーション概要】 
 
 USN プロジェクト※４にて研究開発された人感センサーネットワーク、ロバスト顔認証セ

ンサーネットワークと連携し、まず、人感センサーが人を検知すると、照明の点灯および

顔認証を行います。認証結果から「誰か」を判断します。CASTANET※５は、OSNAP“Vi”
により認証結果と認証に用いられた画像データを入手し、これらのデータを統合して 
PIAX※６へ渡します。PIAX は、得られた情報を元にユーザ・プロファイルの検索を行い、

認証した人のプロファイル情報、現在位置、認証時の様子（画像）などの情報をディスプ

レイに表示します。その後、OSNAP“Vi”、PIAX、CASTANET は連携して周辺にあるアク

チュエータを動作させ、プロファイル情報に応じた個人向けのサービスを実施します。 
今回のデモでは、プロファイル情報の検索結果により、OSNAP“Vi”により入手した、認

証された人の画像等の情報が携帯電話に送信され、あらかじめ登録された人の場合には犬

が出迎えます。さらに、プロファイル情報内の飲み物の好みに従い、ロボットが飲み物を

席まで運び、別の場所で認証された人と会議の予定がある場合には、相手が認証された場

所の会議システムと接続が自動的に行われ会議を行うことができます。 
このようにセンシングデータから状況を判断し、状況にあった動作を行うアプリケーシ

ョンを、OSNAP“Vi”、CASTANET、PIAX の特徴を生かしながら連携させ、ひとつのアプ

リケーションとして実現しました。 
現在の状況とプロファイル情報の内容を連動させることが可能な本アプリケーションを

ベースに、他の機器、サービスと連携を図ることで、新たなユビキタスアプリケーション

の構築が可能となります。 
例えば、画像は取得が容易で様々な二次利用が可能なデータであるため、緊急を要する

医療の現場での活用が期待されます。救急車での搬送時に、患者の顔画像から本人の認証

を行い、患者のプロファイル情報・電子カルテ等にアクセスし、患者の既往症、保有アレ

ルギー等の情報を迅速に入手し、より質の高い治療を提供するといったアプリケーション

への展開が考えられます。 
 
 
１、現在の状況確認 ２、プロファイルの検索 ３、アプリケーション応用

様々なセンシング
データを送信
（人の検知，画像，…）

ＯＳＮＡＰ“Ｖｉ”
・・・状況の確認

ＴＶ会議への参画携帯電話への転送

顔認証
センサー

人感
センサー

ユーザープロファイル検索

ユーザープロファイル情報、
現在位置、認証時の様子等

犬が来訪者を
出迎えてくれる

ロボットが稼動
お茶を運ぶ
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プロファイル情報の表示

顔認証時に撮像した顔画像を
表示

・顔認証時に撮像した顔画像を
表示
・地図上に位置を表示

 
 
 
 
 
※１  ユビキタスネットワーキングフォーラム：  設立：平成 14 年 6 月、 URL ：

http://www.ubiquitous-forum.jp/ 
 
※２  センサーネットワーク部会：  設置：平成 16 年 10 月 
 
※３  技術検証専門委員会：設置：  平成 18 年 6 月、参加組織：エヌ・ティ・ティ・コミュニケーシ

ョンズ株式会社、大阪大学、沖電気工業株式会社、鹿島建設株式会社、慶應義塾大学、株式会社

ＫＤＤＩ研究所、株式会社国際電気通信基礎技術研究所、独立行政法人情報通信研究機構、ソフ

トバンクテレコム株式会社、東京大学、株式会社富士通研究所、松下電器産業株式会社、三菱電

機株式会社、ユニアデックス株式会社（平成 19 年 12 月現在） 
 
※４  USN プロジェクト：  総務省からの委託研究「ユビキタスセンサーネットワーク技術に関する

研究開発」。三菱電機株式会社、松下電器産業株式会社による「多種、多様かつ大量のセンサーか

ら収集される膨大な情報を適切に処理し、人・モノの状況やそれらの周辺環境等を的確に認識し

ながら、自律的な情報流通に基づいて状況や周辺環境に即した最適な動作を行う、ユビキタス時

代に即したセンサーネットワーク」に関する研究開発プロジェクト。（詳細は、

<http://Panasonic.co.jp/pss/rd/usn/>） 
 
※５  CASTANET：  総務省からの委託研究「ユビキタスネットワーク技術の研究開発 ユビキタス

ネットワーク制御・管理技術（Ubila プロジェクト）」において、東京大学で研究開発されたユビ

キタスコンピューティングのためのリソース連携フレームワーク。さまざまなセンサーやアクチ

ュエータ、コンテキスト抽出機構などをマッシュアップすることで、新たなコンテキストアウェ

アサービスの創発を可能にする。 
 
※６  PIAX：  総務省からの委託研究「ユビキタスネットワーク認証・エージェント技術の研究開発

（UAA プロジェクト）」において、大阪大学を中心に研究開発されたユビキタスコンピューティ

ングのためのエージェントベースの P2P ソフトウェアプラットフォーム。（PIAX 公式ページ 

<http://www.piax.org/>） 
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部会長 岩浪 剛太 （インフォシティ）
副部会長 秋山 由和（トヨタ）

林 俊樹（メディアコンサルタント）
○各種調査の実施、啓蒙活動、交流等

会長 齊藤忠夫（東京大学名誉教授） 顧問 宮原秀夫（NICT）
副会長 青山友紀（慶應義塾大学） 村井 純（慶應義塾大学）

坂村 健（東京大学）

ユビキタスネットワーキングフォーラム 総会

部会長 徳田英幸（慶應義塾大学）
副部会長 浅見 徹（東京大学）

村上 仁己（成蹊大学）

○関連技術開発・標準化、実証実験

技術部会 企画部会

部会長 德田 英幸（慶應義塾大学）
副部会長 小川 博世（ＮＩＣＴ）

○ 実証実験の実施等

電子タグ高度利活用部会

運営委員会
委員長 青山友紀（慶應義塾大学）
委員長代理 下條真司（大阪大学）

ﾈｯﾄﾜｰｸｱｰｷﾃｸﾁｬ専門委員会

何でもﾏｲ端末専門委員会

どこでもネットワーク専門委員会

部会長 森川 博之 （東京大学）
副部会長 稲坂 朋義 （三菱電機）

宮部 裕 （松下電器産業）

○ 実証実験の実施、標準化等

センサーネットワーク部会

ユビキタスネットワーキングフォーラムの推進体制

無線通信専門委員会

利活用実証実験専門委員会

委員長 後藤 厚宏（NTT）
副委員長 加藤 正文 （富士通研究所）

超小型ﾁｯﾌﾟﾈｯﾄﾜｰｷﾝｸﾞ専門委員会

委員長 山本 修一郎（NTTﾃﾞｰﾀ）
副委員長 生嶋 正雄 （松下電器）

矢野 和男 （日立）

委員長 渡辺 文夫 （KDDI）
副委員長 和泉 吉則 （NHK）

斉藤 洋 （ＮＴＴ）
新堂 隆夫 （三菱電機）
桐葉 佳明 （NEC）
藤井 輝也 （ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸﾃﾚｺﾑ）
三村 到 （日立）

委員長 山田 朝彦 （東芝）
副委員長 神之門 司 （ｼｬｰﾌﾟ）

中野 剛 （松下電器）

ﾕｰｻﾞﾋﾞﾘﾃｨ専門委員会

委員長 瀬川 倉三 （トヨタ）

普及・啓蒙専門委員会

委員長 小川 博世 （ＮＩＣＴ）
副委員長 石田 良英 （ARIB）

委員長 岸上 順一 （NTT）

アドホックネットワーク専門委員会
委員長 宮部裕 （松下電機）
副委員長小花 貞夫（ATR）

利活用専門委員会

委員長 稲坂 朋義（三菱電機）
副委員長 松田 耕一郎（堀場製作所）

杉本 和敏（日本IBM）

技術検証専門委員会
委員長 小花 貞夫（ATR）
副委員長 福永 茂（沖電気）
副委員長 宮本 和彦（松下電器）

制度検討専門委員会

委員長 篠崎 彰彦 (九州大学)
副委員長 小林 正啓 （大阪弁護士会）
副委員長 宮本 和彦（松下電器）

平成19年12月現在

 


